
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

若い大工職人が手刻みを行った新築工事です 

建て方時は 真っ青な空でした。みんなキビ

キビと動いています。チームプレーで下から

順に組み上がり、次々と建っていく様子は 

壮観です。何度見てもいいもんです。 

機械加工のプレカットを使わずに 職人の手

で木材を加工、手刻みならではの良さがあり

ます。今では珍しくなってしまいましたが、職

人技術を次の世代に継承するために 敢えて

おこなっています。 

リビングは勾配天井で天井が高く広々空間。 

遊び心あふれたロフトもあります。 ロフトからみると LDK 全体が見渡せます 

この春に完成お引渡しのお住いです 

室内の建具類、家具なども弊社で手作

りしています。 

左：メインの洗面化粧台 奥に見える

のは洗濯をたたんだりアイロンかけ

のカウンターです。 

右：リビングのミニ洗面、いつでも手

が洗えるようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリンピックはどうなるのでしょうか。金沢市出身の松本薫さんが 

２０１２年のロンドンオリンピック柔道で大活躍。金メダルは記憶に新しいですね。 

それよりもずっと前に１９３２年（昭和７年）ロサンゼルスオリンピックで銅メダル 

（陸上：三段跳び）のすごい方が金沢出身であることを一昨年知りました。 

記録は１５ｍ１２cm。本多町のふるさと偉人館の２F に展示がありました。床に足跡が 

３つ。自分の足を置いてみましたが 歩幅があまりにも広くてびっくりデス(・o・) 

引退後は 得意の語学（英語とドイツ語）を活かし、前東京オリンピック大会誘致に尽力、 

新聞社のドイツ派遣員時代はヒトラーとも面会、スポーツと平和を語ったとか etc 

１９６４年の東京オリンピックでは選手団長を務められたそうです。日本のスポーツ元年

として その後も、スポーツの普及、一般市民の体力づくりを唱え、「トリム」という言葉

を日本に持ち込み、広めたのも大島氏だそうです。 

（トリムとはスポーツで心身のバランスを保ち 健康の保持・増進を図る運動のこと） 

スポーツと平和を信念に多岐にわたり活躍。１９８２年オリンピック平和賞受賞。 

さて、その「銅メダル」は現在どこにあるのでしょうか？  

奥様が戦時中、金属供出でメダルをだしたそうです(・o・) 

当時は今のようにオリンピックやスポーツが注目 

されていない時代とはいえびっくりエピソードです 

 

 

金沢の偉人：大島鎌吉氏 

もうじき暑い・あつ－い夏がきます。お家時間を少しでも快適に、賢く省エネでお財布に優しく、

地球にも優しく暮らしたいものです。 「お家時間を快適 ＋ 幸せに」 

国は２０５０年までに温室ガスを０にする「カーボンニュートラル」脱炭素社会の実現を目指す

ことを宣言し活動を開始しました。現在、日本では年間に１２億トンの温室効果ガスを排出して

いると言われても ピンときません。（排出量－森林の吸収量＝０ にする） 

どうやって二酸化炭素の排出量や森林の吸収量を測っているのでしょうか？？？  

カタカナ言葉より もっとわかりやすい日本語にしてほしいですね(^_^;) 

地球温暖化で気候がおかしくなり、台風は年々大型化・凶暴化しているので  

待ったなしの今、一人ひとりが自分にできる小さなことから始めるしかありません。 

コロナ対策＋熱中症対策＋環境対策 この夏も３つ同時の対策に悩まされそう 

ですが、無理のない範囲で工夫して 省エネ生活を楽しみましょう！ 


